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研究成果の概要（和文）：　意志の力を扱う心理学研究では、意識的な努力を必要とするシステム２が、自己制
御において重要な役割を果たすと想定されてきた。しかし、有限の認知資源である意志の力への依存を抑えるた
めに、人はシステム１、自動化された心の働きにも依存している。また、人はシステム３、活動を委譲するため
の自動化技術の開発を進めてきた。
　このような３システムモデルに基づき、一連の実証研究が実施された。その成果として、システム２からの離
脱において、システム１とシステム３は自己制御に異なる影響を及ぼすことが示された。また、システム２の働
きを促進することで、自動化技術の恩恵を享受しながら、その弊害を回避できることが示された。

研究成果の概要（英文）：　In psychological studies of will power, it has been widely documented that
 System 2, requiring conscious effort, plays an important role in human self-regulation. However, to
 limit reliance on willpower, a finite cognitive resource, people also rely on System 1, automated 
mental processes. In addition, people have developed System 3, automation technologies to delegate 
effortful activities.
　Based on this three-system model, a series of empirical studies were conducted. The results showed
 that System 1 and System 3 have different effects on self-regulation in disengaging from System 2. 
It was also found that by facilitating System 2, the benefits of automation technology can be 
enjoyed while avoiding its detrimental effects.

研究分野：社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　現代社会において、自動化技術の恩恵は過大評価されており、その代償やリスクは過小評価されている。研究
の結果、自動化技術は人々を面倒な労働から解放するが、単純に仕事を減らすだけでは、達成感や満足感を奪
い、自律性や他者とのつながりを弱体化させ、成長の機会を失わせる危険性もあることが示唆された。また、簡
易な意思決定を可能にすることは、決定に伴う自由意志の感覚を損なわせることはないが、活動を委譲すること
には問題があることが示された。これらの研究の成果は、自動化技術を賢く活用するための指針となるものであ
り、公平な意思決定を促す社会システムの構築や、自動化技術の開発について考える上で重要となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
意志の力について扱う社会心理学研究では、意識的な努力の投入を必要とする熟慮的なシス
テム（システム２）が、目標の達成や動機づけの維持において重要な役割を果たすことが想定さ
れてきた。しかし、意志の力は有限の認知資源であるため、人は意志の力への依存をできるだけ
抑え、また、目標達成の効率化や動機づけの維持を図るために、自動化された心の働き（システ
ム１）にも依存する。また、活動を委譲する自動化技術（システム３）の開発を進めている。 
意識的な努力を肩代わりする自動化技術が、自己制御にどのような影響を及ぼすかは、必ずし
も明確ではない。自動化された活動やその結果は、意識的な努力や意志の力による活動と比較し
て、どのように扱われるべきだろうか。このような問題に鑑みて、本研究では、3システムモデ
ルに基づく一連の実証研究が計画された。 
 
２．研究の目的 
本研究では、システム１、システム２、システム３の３つのシステムを想定する、３システム
モデルを提案し、一連の実証研究を実施することを通じて、3システムの協働による効果的な自
己制御を実現するための介入方法を示すことを目的とした。 
第一の目的として、3システムモデルを構築し、従来の 2過程モデルにおける知見の混乱を解
消することを目指した。 
第二の目的として、3つのシステムの特徴、特にシステム間の違いについて実証的に検討する
ことを目指した。 
第三の目的とした、3システムモデルに基づく介入を開発し、その効果を検証することを目指
した。 
 
３．研究の方法 
(１)３システムモデルを構築するために、システム１とシステム２の働きを扱う二重過程モデ
ルに関する社会心理学領域における先行研究について、包括的な文献研究、メタ分析、ならびに
国際的な大規模再現研究が実施された。 
 
(２)３つのシステムの特徴、特にシステム間の違いについて実証的に検討するために、質問紙調
査研究、ならびにオンライン実験や実験室実験による研究が実施された。 
 
(３）３システムモデルに基づく介入が開発され、その効果を検証するための介入研究が実施さ
れた。 
 
４．研究成果 
(１）文献研究の結果、システム１とシステム２の働きを扱うこれまでの二重過程モデルに基づ
く先行研究においては、システム１とシステム３が混同されていたことが明らかとなった。 
意識的な努力の投入を必要とする熟慮的なシステム（システム２）からの離脱には、自動化さ
れた心理過程（システム１）に依存する方法と、自動化技術（システム３）へと活動を委譲する
方法の２つがある。しかし、先行研究においては、心理過程は意識的な努力を必要とするシステ
ム２と、それ以外のシステム１の二過程に分類されており、システム１とシステム３は区別され
ていなかった。 
メタ分析の結果、システム１とシステム３とでは、目的変数に及ぼす影響が異なることが示唆
された。たとえば、システム１とシステム２による自己制御では、作業の能率や流暢性などに違
いが観察されたとしても、自己報告指標の多くには違いが観察されていなかった。一方で、シス
テム３に活動が委譲されていた場合には、システム２と比較して、自律性などの割引が生じる可
能性が示唆された。同様に、続いて実施された大規模再現研究においても、システム１とシステ
ム３とでは、目的変数に及ぼす影響が異なることが示唆された。 
 
(２）文献研究やメタ分析、ならびに大規模再現研究の結果を踏まえて、一連の調査研究ならび
にオンライン実験や実験室実験が行われた。その結果、やはりシステム１とシステム３とでは、
自己制御に及ぼす影響が異なることが示唆された。 
心理学実験への自発的な参加を扱った実験では、意思決定におけるデフォルトを変化させる
ことで、システム１への依存を促進させた場合、自律的な決定の感覚を損なうことなく、行動を
促進することができることが示唆された。一方で、自動運転に関するモラルジレンマを扱った実
験では、自動化技術の利用によって、システム３へと活動を委譲した場合、活動の結果に対する
責任の程度が割り引かれることが示唆された。また、自動化技術の緊急停止によって、活動の委
譲を覆した場合、活動の結果に対する責任の認知が復帰することが示唆された。これらの研究の
成果は、３システムモデルの妥当性を示唆するものである。 
ステレオタイプの抑制を扱った実験では、システム１に基づく平等主義に対する自動化され



た信念と、メタステレオタイプによるシステム３への判断の委譲とでは、ステレオタイプの使用
に及ぼす影響が異なることが示唆された。同様に、オンラインでの対人評価を扱った実験におい
ても、情報処理が途中で打ち切られた場合には、未完結感を通じた注意の持続が生じるため、シ
ステム３への委譲はむしろ対人評価を悪化させる可能性が示唆された。これらの研究の成果は、
システム２からの離脱において、システム１とシステム３が自己制御の感覚に異なる影響を及
ぼすことを示唆する重要な知見である。 
 
(３）調査研究ならびにオンライン実験や実験室実験の結果を踏まえて、３システムモデルに基
づく介入が開発され、その効果を検証するための介入研究が実施された。 
小学生を対象として、過去や現在のストレス場面について繰り返し筆記することを通じて、シ
ステム２からシステム１へとストレス対処を自動化させた介入研究では、侵入思考の低下や感
情反応の順化などの効用に加えて、ストレス対処への効力感が高まることが認められた。しかし、
単に考えることを避けようとするシステム３への委譲は、むしろストレス反応を増幅させるこ
とが示唆された。 
大学生を対象とした介入研究では、身近な自動化デバイスであるスマートフォンの設定変更
によって、使用時の自動性を下げる介入を行うことで、システム２の働きが促進されることが示
唆された。この研究の成果は、自動化技術の使用を抑制せずとも、自動性を下げることでシステ
ム２の働きを促進し、システム１やシステム３への依存に伴う弊害を回避できることを示唆す
る重要な知見である。 
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